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毎年イケアは世界中の人々に話を聞き、今の家での暮らしに
は何が重要で、それをさらに改善するためにイケアがどのよ
うにお手伝いできるかを把握する取組みを行っています。そ
れがイケアの「Life at Home Report」です。

今年の調査では、家で楽しさを見つけることが、私たちをより
幸せで前向きにする一方、3人に1人以上は十分に楽しさを体験
していないことがわかりました。

イケアは、家でのより楽しい瞬間は、手の届くところにあると
信じています。お金をかける必要はなく、シンプルかつお手ご
ろにできること、充実した時間から喜びは得られるものです。

Life at Home Report
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*パープル色のテキストに注目！
本資料内のパープル色のテキストは、日本の調査結果からみられた傾向やインサイトです。
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自身の
精神的健康

自身の
身体的健康

自国の経済の
現状

周りの人々
の健康

自身の家計と
可処分所得

人々の懸念事項：

29％29％
36％36％

28％
世界で高まる懸念

毎年イケアは世界中の人々に話を聞き、今の家での暮ら
しには何が重要で、それを改善するためにイケアがどの
ようにお手伝いできるかを把握する取組みを行っていま
す。それがイケアの家での暮らしについての調査レポー
ト「Life at Home Report」です。そして、今年も例外で
はありません。

私たちは、まずマクロな文脈から始め、周囲の世界と関
連付けて「Life at Home （家での暮らし）」がどのよう
に捉えられているかを見ていきます。この調査はよりよ
い家での暮らしのための感情的および機能的な8つのニー
ズの枠組みに従って進められています。

世界平均

周りの人々
の健康

自身の
精神的健康

自身の
身体的健康

周りの人々
との関係

家の安全性日本

36％

45％

22％24％
20％ 14％ 11％

自身の家計と
可処分所得

自国の経済の
現状

世界の人々が家での暮らしにおいて主に身体的な健康と家
計を心配している一方で、日本の人々の45％（世界平均
36%）は身体的な健康、36%（世界平均28%）は精神的な
健康を挙げており、経済的な心配よりも、健康を気にかけ
ていることがわかります。



2018年に、私たちは家で人々が体験する感情的ニーズを掘り下げ始め
ました。

その後、2023年にそれまでの調査をもとに8つのニーズの枠組みをま
とめました。この枠組みでは、私たちがより快適な毎日を送り、もっ
と「わが家」と感じられるように、家が満たす必要のある8つの感情的
および機能的ニーズを特定しました。

毎日満たされるべきニーズもあれば、有意義な瞬間といったニーズも
あります。8つのニーズすべてが、幸せな家をつくるのに重要な役割を
果たします。

8つのニーズの
枠組み

毎日の必須要素 習慣的なつながり 有意義な瞬間 将来に向けてのプラン

将来への夢や願望
未来に対して前向きで、準備万端と
実感している状態

達成感
目標を達成し、能力が向上したこと
によって得られる誇りと進歩したと
いう感覚

楽しさ
温かみと幸福感を与えてくれる、気持ち
が高揚する喜びや感謝の瞬間を体験する
こと

帰属意識
自分らしさが反映されている場所で、
また同居人や隣人に認められ、ありの
ままの自分が受け入れられていると感
じる

セルフケア・育成
自分自身を意識し、心身のウェルビーイ
ングを大切にすること

コントロール感
家に何を取り入れ、どのように使う
かなど家の環境に対して主体性を
もって取り組むこと

快適さ
満足感や安らぎを得られる環境にす
ること

セキュリティ
大切にしているものを守ることで、
外界の変化に対して安全安心、レジ
リエンス（しなやかな回復力）を感
じることができる

IKEA Life at Home Report 2024 4



楽しむための
スペースをつくる
困難と変化に満ちた世界において、家を外の喧騒から切り離さ
れた喜びの源にするにはどうすればよいでしょうか？

楽しさはよりよい家での暮らしのための8つのニーズのうち
の1つであり、36％の人は楽しさが大切だと感じているもの
の、家でそれほど頻繁に楽しさを体験していません。言い換
えると、世界の3分の1以上の人が家を十分に楽しんでいない
ことを意味します。

イケアは、誰もが自分の家を楽しむ権利があると信じていま
す。そして、喜びを取り戻すお手伝いをしたいのです。私た
ちの調査は、家で喜びを感じる人々は自分の人生に満足し、
未来についてより前向きである傾向にあることを示していま
す。そこで、今年のLife at Home Reportでは、どのように家
で楽しさを見つけるか、どのように実現するか、そしてなぜ
楽しさはこれまで以上に大切なのか、といった「楽しさ」と
いうテーマを探ります。

IKEA Life at Home Report 2024

3人に1人以上が、

家がもたらすべき

喜びやウェルビーイングを

十分に体験していません。

日本の人々の間では
さらにその傾向が高く、
40%の人々が楽しみを
十分に体験していません。
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28％
35％

楽しさはよりよい家での暮らしのための8つのニーズのうち
の1つですが、人々が実現するのに苦労しているニーズでも
あることが私たちの調査からわかりました。イケアの使命は、
人々の毎日の暮らしをよりよくすることです。そして私たち
には、より多くの人がより楽しい家での暮らしを追求し、発
見し、維持するのをサポートする大きな機会があります。

イケアの目標は、人々が楽しい体験をしていない理由を理解
し、もっと楽しさを家の中に取り入れるための解決方法を見
つけることです。そのため、今年のレポートは、家での喜び
を探求することにフォーカスしています。つまり、人々が喜
びを見つけて体験する方法、それを妨げる要因、そして喜び
を増やすための小さくて意味のあることを模索しています。

家での暮らしに喜びをもたらしましょう。

誰もが喜びを
必要としている

33％ 34％ 34％

大好きな人と
ハグをする

家庭料理を
食べる

周りの人と
笑い合う

趣味や興味に
時間を費やす

ひとりの時間
を過ごす

家で楽しみを促すことトップ5
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38％ 39％

21％ 23％ 23％

周りの人と
笑い合う

趣味や興味に
時間を費やす

ひとりの時間
を過ごす

お風呂に入る
シャワーを浴びる

家庭料理を
食べる

世界平均

日本

14％

大好きな人と
ハグをする

日本は、家で楽しさを感じるドライバートップ３が
「一人の時間を過ごすこと（39%）」をはじめとする
プライベートな自分の時間に関わることでした。ハ
グや周りの人と笑い合うなど、人と過ごす時間に喜
びを感じる世界の傾向とは異なる特徴がみられます。



では、どうすれば家にもっと喜びをもたらすことができる
でしょうか？私たちの調査は、家での楽しみに関連する
4つのテーマ を明らかにしましたが、それぞれに ドライ
バー（促進要因）とバリア（障害要因） があります。

家での健康とウェルビーイングに関す
る習慣と視点が、楽しみを感じる上で
どのように重要な役割を果たしている
か。一方で、特に低所得の人々にとっ
て、いかにこのテーマが必ずしも優先
事項になっていないか。

どのようにあなたは健康的で幸せな家
を定義しますか？ どんなリチュアル
やルーティンが、自分のスペースで心
地よく過ごすのに役立ちますか？

どのように家での趣味、創作、遊び心
のある瞬間が楽しさを高めているか。
一方で、世帯人数（および「ふざけた
こと」に対する否定的な評価）が、実
際にそれらに費やす時間の長さにどの
ように影響を与える可能性があるか。

毎日の暮らしを豊かにするために、ど
のようにもっと遊びを家に取り入れら
れますか？

家の中に自分らしい空気感をつくり、
スペースを自由にカスタマイズするこ
とが、どのようにより楽しい家での暮
らしを可能にするか。一方で、持ち家
でない人々にとって、どれくらいこれ
が大きな課題になる可能性があるか。

もし、あなたが幸せな夢の暮らしを実
現できるとしたら、スペースをより自
分らしくカスタマイズするために最初
に何をしますか？

人と人がつながる瞬間が、毎日の暮
らしにどれだけ喜びをもたらすか。
一方で、私たちの生活状況（および
コミュニティとのつながり）が、そ
うした楽しい体験にどのように影響
するか。

あなたが毎日の暮らしでもっと連帯
感を感じられるようにするには、ど
のようなシンプルなリチュアルを始
めますか？

喜びをもたらす方法
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心地よさを
感じる

楽しいことを
する

つながりを
育む

自分らしい
空気感を
つくる



1. Feeling good

「健康で幸せな家」を再定義する
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トップドライバー
家庭料理は毎日の喜びを高めます。
家庭料理を食べること（28％）は、家に楽しさをもたらすことのラ
ンキング第5位です。 日本の人々の間では第４位、23%が家庭料理を
食べることで楽しみを感じています。

トップバリア
低所得は、健康への不安を高めます。
所得が低いほど、精神的および身体的健康への不安を持つ傾向が高
いです（精神的健康への不安+3％、身体的健康への不安+5％ vs 高所
得）。 （日本においては、所得が低い人々の間で身体的・精神的不
安が高まるという傾向はみられませんでした。）

心地よさを感じる



重要なインサイト
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1.3
健康は個人的なもの

家でのウェルビーイングに対する包括的なビ
ジョンとともに、「健康」は個人的な要素も加
えられています。人々はますます自分たちの心
に響く方法で健康を再定義しており、1万歩歩く
といった従来の基準よりも、個人に合わせた
ルーティンやアプローチにより重点を置くよう
になっています。どのアクティビティであれ、
自分だけの個人的なウェルビーイング感を育む
ために適切だと思うことをするのが大切です。

1.2 
家での健康は多面的

「家での健康」という考え方は、私たちの家が
提供できる多様な健康の側面を捉えています。
それは単に身体的・精神的な健康にとどまらず、
家での暮らしにおいて真のバランスを提供する
ものです。それぞれの側面が、私たちが住まい
での喜びや満足をどのように感じるかを形づく
る上で重要な役割を果たしています。

1.1 
家とウェルビーイング
は密接に関連している
ウェルビーイングと家の楽しさは、相互に強化
し合う関係です。言い換えれば、快適な暮らし
をサポートする家の環境は、私たちの精神的・
身体的な健康を促進し、人生や未来に対する見
方にもよい影響を与えます。そして、それが再
び家の環境によい影響を与えることになります。
これらの要素の相互依存は、家で幸せに感じた
り、不幸せに感じたりすることに大きく影響し
ます。



ミレニアル世代

34％ 36％
Z世代

42％ 48％
X世代 ベビーブーマー世代

読書、音楽鑑賞、テレビ鑑賞

ミレニアル世代

47％ 51％

53％55％

Z世代

ベビーブーマー世代X世代

睡眠

ミレニアル世代

19％ 17％

Z世代

16％ 16％
X世代 ベビーブーマー世代

質の高い室内環境
X世代 ベビーブーマー世代

セルフケアやホームスパ

リラックスすることは、身体的および精神的なウェル
ビーイングにおいて総合的に重要な優先事項となって
います。しかし、年齢層によってリラクゼーションの
意味は異なります。若い世代は自分にとっての心地よ
さを大切にする傾向が高く、家で適切な空気感をつく
ることに焦点を当てます。一方、年齢の高い世代は、
より従来の方法でリラックスしたり、睡眠をとったり
することを重視しています。

「私はとてもアクティブで、精神的・身体的健康
のために外出することが欠かせません。でも、家
で友だちとビールを飲みながらリラックスしたり、
好きな食べ物を用意して映画を見たりして楽しむ
こともあります」

マドリードの女性、20代

世代別の内訳は「ファクト集」をご覧ください。

リラクゼーションの意味
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ミレニアル世代

18％

Z世代

10％

14％

7％



日本の人々の家での暮らしにおける懸念事項のトップ１位、２
位は身体的・精神的健康で、これは世界平均よりも高い割合で
した。そして、睡眠が身体だけでなく、精神的ウェルビーイン
グをも育む最も重要な活動であると捉えられています。

また理想の家に求めることとして、日本の58%の人々は「くつ
ろぐ・リラックス」、46%は「本当の自分でいられること」を
挙げており、これらは世界平均よりも高い傾向です。右に見ら
れる通り、ウェルビーイングの面からも、リラックスや自分の
時間に関わることは家で特に重視されていることがわかります。

近年日本でもウェルビーイングという言葉もよく耳にするよう
になりましたが、家でのウェルビーイングは多面的で、体やメ
ンタル、人間関係、家計、かたづいた部屋、環境への配慮（サ
ステナブルな暮らし）などさまざまな要素のバランスの上に成
り立ちます。そしてそれらが私たちの喜びや満足感を形づくる
上で重要な役割を果たしています。

日本の人々の
ウェルビーイング
ドライバ―
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精神的ウェルビーイング

睡眠

リラックス

安全を感じる

清潔で
かたづいた家

健康的な食事

自分のための
時間

趣味の時間

48％

43％

35％

32％

28％

27％

22％

身体的ウェルビーイング

睡眠

健康的な食事

安全を感じる

リラックス

エクササイズ

自分のための
時間

趣味の時間

51％

41％

31％

29％

23％

21％

20％



2. Having fun

遊び心の力を再発見する
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トップドライバー
趣味のある人は、より楽しんでいます。
趣味や興味に時間を費やすこと（34％）は、家で楽しむことのラン
キング第2位です。日本の人々のあいだでも趣味の時間は第2位です
が、その割合は世界平均よりも高く38%です。

トップバリア
忙しい家は、娯楽を楽しむのに厳しい状況です。
大家族の人は、趣味に時間を費やして楽しむ傾向が低いです（7人家
族の27％ vs 独身の37％）。日本でもひとり暮らしの43%が趣味を楽
しんでおり、この割合は日本全体（38%）よりも多いです。

楽しいことをする



2.3
楽しみはストレスの
解毒剤
多くの大人にとって、毎日のストレスは避けら
れない現実です。しかし、楽しみや創作、遊び
がその解決策だと考えた人が何人いたでしょう
か？最新のイケアのプレイレポート（英語版）
によると、大人も子どもも、遊びをプレッ
シャーやストレスから逃れて幸せとウェルビー
イングを高める手段として捉えています。今回
の調査によると、家は自分の遊び心を引き出す
と答えた人は、8つのニーズすべてがより高い
レベルで満たされていることも明らかになって
います。

重要なインサイト
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2.2 
遊び心は
育むことが必要
家はあなたの遊び心を引き出していますか？答
えが「いいえ」なら、あなたは1人ではありませ
ん。実は、39か国の大人たちの大多数に含まれ
ます。では、なぜ私たちの多くは、家での暮ら
しにおいて「楽しむこと」を重要なこととして
見ていないのでしょうか？実は、私たちの楽し
みを妨げている要因は、同時にその楽しみを引
き出すための助けとなる可能性を持っているの
です。

2.1
趣味は私たちを
幸せにする
趣味や興味に取り組むことは、それが複雑か簡
単かにかかわらず、家での喜びをすぐに増やす
手助けになります。そして、その効果は単に家
をより楽しい場所にするだけでなく、長期的に
もよい影響をもたらします。さらに、総合的な
ウェルビーイングにも良い影響を与え、自己認
識や人間関係、そして周りの世界の見方を形づ
くることにもつながります。

https://www.ikea.com/global/en/our-business/reports/play-report-2024-240611/


料理の喜びを大切にすることは、家で幸福
感を平均以上にするための秘訣です。

72％
子どもたちを
料理に参加させて
いる人の72％*

「私はいろんな料理をつくるのが好きなので、
食わず嫌いはありません。異なる食べ物を料
理することは、世界を知るのに役立ちます」

ニューヨーク市の女性、50代

「ほとんどの時間をキッチンで過ごします。
みんなのお気に入り料理をつくるのが大好き
です。私は家族のために毎日料理をしますが、
子どもたちが手伝ってくれるときは、
一緒に過ごす時間として楽しみます」

ムンバイの女性、40代

「昔は料理が嫌いでしたが、今は音楽やポッ
ドキャストを聴きながらいろいろなレシピを
試して楽しんでいます。何をつくるかは姉の
アドバイスを聞いています」

マドリードの女性、20代

67％
娯楽の1つとして
ゆっくり料理を
して楽しむ
人の67％*

68％
キッチンでの
実験を楽しむ
人の68％*

*… は家での暮らしに満足しています。このデータに対する世界平均は61％。

食べ物を楽しむことも、
私たちを幸せにする

14

料理と食事に関して、日本は世界とは異なる傾向
がみられ、料理を楽しむ人が世界平均と比べると
大きく下回っています。「キッチンでの実験を楽
しむ」人は世界平均の約3分の1（日本8%、世界
26%）であり、また「ゆっくりとしたペースで料
理を楽しむこと」も世界平均の約半分（日本13%、
世界25%）でした。さらに、子どもを料理に参加
させているのはたったの２％（世界平均9％）。一
方で、「自炊のほうが外食よりも健康的」「健康
であるための第一優先事項が食」と回答している
人が多く、やはり健康に気を使っていることがわ
かります。
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Q.時間があるときに楽しんで行うことをすべて選んでください

日本の人々の趣味

57％

51％

43％44％

TV鑑賞

18％

27％

39％39％

オンライン
エンターテイメント

20％
24％

28％

16％

読書

15％17％

27％26％

料理

3％

15％

25％

35％

デバイスでのゲーム

日本の人々選ぶ家で楽しさを感じるドライバー2位が「趣味や
興味のあることに時間を費やす（38%）」であり、これは世界
平均34%よりも高いです。また日本の28%の人々は、趣味の時
間がメンタルヘルスの維持にも重要な役割を担っていると回答
しています。

日本全体での趣味ランキングトップ３は、テレビ鑑賞、オンラ
インエンターテイメント、読書でしたが、それぞれ世代ごとに
傾向が異なります。

日本でも近年「キダルト」が話題になるほど、大人も夢中にな
るおもちゃやカードゲームが人気です。楽しむことはストレス
の解毒剤です。子どもの頃に感じたような喜びを日常の中で再
発見することは、大人特有の緊張やストレスにぴったりな解決
策になるかもしれません。日常にもっと遊び心を取りいれま
しょう。

■ Z世代 ■ ミレニアル世代 ■ X世代 ■ ベビーブーマー世代

15IKEA Life at Home Report 2024



3. Building vibes
本当の自分を反映するように、
スペースを自分らしくカスタマイズする

IKEA Life at Home Report 2024 16

トップドライバー
家の改善は楽しい（場合が多い）です。
自分が住んでいる家の改善（22％）は、家で楽しめることの中で世界ラ
ンク10位です。日本で家の改善に楽しさを感じている人は6%でした。

トップバリア
持ち家でない人ほど、自分の家を楽しんでいません。
家で楽しいことを頻繁に体験すると答えた人は、賃貸に住む人でわずか
47％でした。それに対し、戸建て所有者では56％、およびマンション所
有者では54％です。 日本でも同様の傾向がみられます。持ち家に住ん
でいる人の41%が楽しさを頻繁に体験している一方、賃貸住まいでその
ように回答したのは33％でした。

自分らしい空気感をつくる



重要なインサイト
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3.2 
賃貸住宅では
小さな変化が重要
持ち家に住んでいない人は、自分のスペースを
コントロールできる範囲が制限される傾向があ
り、そのために家を十分に楽しめていない人が
たくさんいます。しかし、そうした制約があっ
ても、賃借住宅やシェアハウスに住む人は、自
分自身と自分のニーズを反映させた家をつくる
ための小さいながらも独創的な方法を見つけて
います。多感覚的なアプローチもまた、生活体
験を高め、使えるスペースで楽しむ機会を生み
出します。

3.1
個性を大切にすることが
帰属意識を育む
自分が住む場所に帰属していると感じられるこ
とは、家を楽しむことの本質的な部分です。自
分の個性により焦点を当てることで、自分の帰
属感を高めるのに役立ちます。本当に大きな違
いを生むのは、家を自分らしい場所に感じさせ
るために行う小さなことです。それがオブジェ
であったり、習慣であったり、自分の価値観や
目的を生きることであったりします。



実家住まい戸建て – 所有 戸建て – 賃貸 集合住宅 – 所有 集合住宅 – 賃貸

ルームシェア*

60％54％

もっとも楽しさが少ないのは
ルームシェア

間借り大学の寮

49％

52％

シェアハウス

53％

42％ 48％ 48％43％

IKEA Life at Home Report 2024 18

*ルームシェア – 2人以上の人が集合住宅の一室を共有し、費用を分担すること。

ルームシェア*をしている人は、家で楽しむこ
との難しさを感じている傾向がもっとも高く、
60％の人はたまにしか、めったに、または
まったく楽しいことを体験していません（vs 
45％ 世界平均）。



日本の賃貸住宅での課題、
自分らしさの表現
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27%

30%

17%

11%

15%

38%

30%

13%

6%

13％

頻繁に
満たされている

時々
満たされている

ほとんど
満たされていない

全く
満たされていない

わからない

賃貸持ち家

ニーズ「帰属意識」の満たされ度：

８つのニーズの中の「帰属意識」は、日本の人々のあいだで重
要であると感じている人が少ないニーズの1つです。

自分が住む場所に帰属していると感じられることは、家を楽し
むことの本質的な部分です。自分の個性により焦点を当て、家
のスペースにも自分らしさを反映させることで、帰属感が高ま
ります。しかし、壁に穴を開けることもままならない日本の賃
貸住宅事情では、自分らしさを表現することが難しいと感じる
人が多いはず。そのためか、持ち家の人と比べると賃貸の人は
帰属意識や楽しさを感じられている人は少ない傾向にあります。

賃貸であっても、小さなことで大きな変化をもたらすことがで
きます。思い入れのあるものを置く、香りや音楽、間接照明と
いった心地よいと感じるものを家に取り入れるなど、ちょっと
したことでも気分を変えるのに効果を発揮します。



4. Making connections
家族や友人と時間を過ごす

方法を見つける

IKEA Life at Home Report 2024 20

トップドライバー
ハグや笑いはとても効果があります。
「大好きな人とのハグ」（35％）や、「周りの人たちと笑い合うこと」
（34％）はそれぞれ、家に楽しさをもたらすことの1位と3位にランクされ
ています。 日本の1位は「ひとりの時間」2位は「自分の趣味の時間」で、
自分自身とのつながりを望む傾向が高いようです。

トップバリア
小家族と大家族は、一緒に過ごすことが減っています。
1人または6人以上の世帯の人々は、家の中で連帯感を楽しむと答える傾向
が低いです（1人および6人以上の世帯 21％ vs 2～5人の世帯 24％）。 日本
は、家でほかの人と過ごすことを楽しむと回答したのはわずか10%で、そ
の割合は世界平均（23%）の約半分です。

つながりを育む



4.3
コミュニティは重要

「世帯」という概念が家の外へと広がり、コ
ミュニティとつながることで、安全性や可視性、
帰属意識が得られます。Ingka CentresのLife in 
Communities Report（英語版）によると、私
たちがオンラインとオフラインの生活バランス
を取るようになるにつれて、集まるための公共
スペースの増加が期待されていることがわかり
ました。さらに、Life at Home Reportは、私た
ちが体験を共有したり、課題に取り組んだり、
ただのんびり過ごしたりするために、コミュニ
ティで集まることの価値も浮き彫りにしました。

重要なインサイト
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4.2 
つながりには
さまざまな形がある
家での暮らしを楽しむために、誰かと一緒に暮
らす必要はありません。1人で過ごす時間と自分
のスペースを大切にしながら、物理的に離れて
いてもテクノロジーやその他の手段を使ってほ
かの人とつながり、関係を深めることはできま
す。自分にエネルギーを与えてくれるつながり
を築き、維持するための自分らしい方法を見つ
けることが大切です。

4.1
幸せは家から
始まる
誰と一緒に暮らすかどうかは、幸せや人生に対
する見方に大きく影響します。そして、孤独感
の広がりに直面している世界では、毎日のリ
チュアルを継続することは、誰かと一緒の暮ら
しでも、1人暮らしでも、つながるためにとても
重要になります。

. 

https://www.ingkacentres.com/en/what-we-do
https://www.ingkacentres.com/en/what-we-do


47

「リビングルームは家の中心となる場
所です。みんなが集まり、話し、笑い、
泣き、必要なことを何でもする、すべ
てのことが起こる場所です」

バルセロナの女性、50代

「愛犬が、世の中の混乱をすべて忘れ
させてくれます。私たちは一緒にふざ
け合うのが大好きです。これはビーチ
に行ったときに着せたサメのコス
チュームです！」

ニューヨーク市の男性、40代

笑いは最高の薬
つくり話ではありません！ 周りの
人と一緒に笑う人の68％は、家で
の暮らしに満足しています（vs 
61％ 世界平均）。

そして、この生活状況別の内訳から
わかるように、子どもや孫と暮らし
ている人がもっとも家での暮らしを
楽しんでいます。

暮らしたり、笑ったりするのは…

25％
31％
31％

33％
35％

37％
38％

42％
45％

… 親と

… 兄弟姉妹と

… 18歳未満の子どもと

… 18歳以上の子どもと

… 配偶者/パートナーと

… ひとりで

… 友人/ルームメイトと

… その他の大人の家族と

… 孫と

「家での暮らしでもっとも喜びを感じられるものは何か？」という質問に対して、「周りの

人と一緒に笑うこと」を選んだ人の生活状況別の内訳。
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自分自身とのつながりを
大切にする日本
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日本は、家で楽しさを感じるトップドライバーが「ひとりの時
間を過ごすこと（39%）」である一方で、個人のプライバシー
が確保できていると回答しているのはわずか15%（世界平均
39%）。家では、外界の喧騒を逃れ、自分自身とつながり、本
当の自分でいることを望んでいるようです。世帯人数が多い家
族は、家族との時間と自分時間の両立がカギになりそうです。

日本ではペットとのつながりに喜びを感じる人もたくさんいる
ように、つながりにはさまざまな形があります。1人で過ごす
時間と自分のスペースを大切にしながら、物理的に離れていて
もテクノロジーやその他の手段を使ってほかの人とつながり、
関係を深めることはできます。自分にエネルギーを与えてくれ
るつながりを築き、維持するための自分らしい方法を見つける
ことが大切です。

日本のペットの飼い主の37％は、
ペットが寝ているのを見ることに
喜びを感じており、これは他のど
の国よりも高い（世界21%）割合

です。
46%

の日本の人々が理想の家に求めることとし
て「本当の自分でいること」を挙げていま

す。（世界平均36%）これは、「くつろぐ・
リラックス」に次ぎ、２番目に重要視され

ていることです。

39%
日本の人々が選ぶ「家に楽しさをも
たらしてくれること」ランキングで
の１位は「ひとりの時間を過ごすこ
と（日本39%、世界33%）」。世界
平均の１位は「大好きな人とのハグ

（日本14%、世界33%）」

家では本当の自分でいたい

ひとりの時間を楽しみたい

ペットの寝姿を見る喜び

37%

48%
デバイスでゲームをする人々の48%が家がお
気に入りの居場所である*と感じています。
（*日本全体 35%）ゲームの世界の中でのつ
ながりも楽しんでいるのかもしれません。

ゲーマーは家が好き？



ストレスの多い時代では、小さな喜びが効果
をもたらします。そして、何が住まいに喜び
をもたらし、何がもたらさないかを理解する
ことは、私たちの総合的な健康と幸せに驚く
ほど影響します。

私たちが
学んだこと

「健康で幸せな家」を再定義する
見直された家での健康のビジョンは、住
まいが私たちを力づけ、私たち自身の
ウェルビーイングをつくり出す可能性や、
私たちの独自のニーズに応じた環境を提
供してくれることを示しています。
何を優先するかにかかわらず、自分を本当
に心地よくするために手ごろに取り入れる
ことができる小さな変化が大切です。

遊び心の力を再発見する
この探求の重要な部分は、家での暮らしの
基本的な要素として、趣味や創作、遊びを
再発見することです。遊び心は子どもだけ
のものではありません。大人の中にある子
どもの頃に感じたような喜びや驚きを呼び
起こすアクティビティに大人が心を開くと、
環境だけでなく、見方や関わり方、行動の
仕方も改善します。

本当の自分を反映するように、
スペースを自分らしくカスタマイズする
家は私たち自身を反映するべきです。たと
え持ち家でなくても、「自分の場所」だと
感じられるようにするちょっとしたオリジ
ナルの工夫によって喜びを増幅させること
はできます。大胆な装飾、感覚的なディ
テール、意味のあるオブジェなどを通して、
唯一無二の自分自身をよりよく表現するよ
うに家をつくることで、より一層家を楽し
めるようになります。

家族や友人と時間を過ごす方法を見つける
最後になりますが、対面でもオンラインでも、
自分自身やほかの人とつながる力や連帯する
力を過小評価してはいけません。人との食事、
会話、自分時間、コミュニティへの参加、ま
たはときどき楽しく笑うといったシンプルな
リチュアルは、そうしたつながりを育み、家
での暮らしをより充実させ、楽しくするのに
役立ちます。
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心地よさを
感じる

楽しいことを
する

つながりを
育む

自分らしい
空気感を
つくる



喜びを取り戻そう
私たちの結論：
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過去10年以上にわたる調査と8つのニー
ズの枠組みの策定を通して、人々のよ
りよい家での暮らしに必要なものにつ
いての貴重なインサイトを得ました。
けれどまだ始まりにすぎません。

政策をつくる人でも、家や家具をデザ
インする人、または私たちをつなぐテ
クノロジーの開発者でも、私たちが共
有する世界において物事をよりよくす
るために果たす役割は私たち全員にあ
ります。そしてそれは、家から始めら
れます。みんなで協力すれば、人々が8
つのニーズをより満たすのを助け、よ
り多くの人が家での暮らしと人生の両
方でより幸せになる機会を手に入れる
ことができます。

楽しさは特に実現するのが難しく、ほ
かのニーズに大きく影響するため、楽
しさを最優先にすることをおすすめし
ます。私たちが形づくる家での暮らし
でより幸せを感じられるように一緒に
取り組み、喜びを取り入れるための
人々の重要な心の変化を促しましょう。

なぜなら私たちの見方では、毎日の日
差しのようなささやかな心地よさは、
人生が私たちに与えるあらゆる試練に
対する強力な解毒剤になる可能性があ
るからです。

だから、喜びを取り戻す作業を始めま
しょう。本来あるべき場所… 家に。



Tack!
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ありがとうございました！
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